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1. 序論

原子磁力計は,円偏光レーザーによりスピン偏極さ

せたアルカリ金属原子の光吸収や偏光が、磁場によ

り変化する現象を利用した高感度磁気センサである。

磁場感度としては準静的な磁場 (10～150 Hz)に対し

て 1 fT/
√

Hz以下の磁場感度が実証されている [1]。

原子磁力計では、センサー部の環境磁場を制御する

ことが重要であり、楕円偏光原子磁力計のゼロ磁場

校正の簡単な方法を見出したので報告する。

2. シングルビーム原子磁力計

シングルビーム原子磁力計の構成図を図 1に示す。

図 1のλ/2板（HWP）を回転させることにより、λ/4

板（QWP）に入射する偏光の角度が変化し、偏光の

状態を変化させる。センサーとして使用したセルは、

10× 10× 20 mmの大きさのパイレックスガラス容

器にカリウムを封入したものである。セルを透過し

たビームはフォトダイオード PD1, PD2で受光し、p

偏光と s 偏光の各成分のパワー差を増幅して、さら

にロックインアンプおよびスペクトルアナライザー

により検出した。

図 1 シングルビーム原子磁力計の構成

3. 実験方法

セルに 70 Hz のサンプル磁場を印加した状態で、

サンプル磁場と平行な方向から直流磁場を印加する

と、セル透過後のビームの応答信号に図 2 のような

全波整流されたような周波数が２倍の信号が観測さ

れた。また、この２倍波と基本波の比は印加する直

流磁場によって変化した。そこで我々は、基本波が

全波整流のように上下に折り返されて、２倍波の成

分が最大になった点を基準に磁気シールド内の磁場

校正を行った。

図 2 応答信号の２倍波

4. 実験結果

サンプル磁場を Y軸方向に印加し、Y軸方向の校

正用直流磁場を変化させた場合の磁場応答信号の変

化を図 3 に示す。サンプル磁場と同方向の直流磁場

を変化させると、２倍波の成分が最大になった点を

規準として、両極に磁場応答信号が最大となる直流

磁場の条件があることが分かる。また、この条件に

おいては SN 比も最大となっていることも同時に確

認した。

図 3 信号用交流磁場と同方向の校正用直流磁場に

対する透過光強度の変化

5. 結論

低周波応答信号の基本波と２倍波の比を調整する

ことにより、磁気シールド内部をゼロ磁場状態にす

ることができる。また、磁力計の感度はサンプル磁

場と同方向に、最適な大きさの直流磁場が存在する

ときに最大となることが分かった。
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